
一般社団法人アクト・ビヨンド・トラスト 2014年度公募助成 

「ネオニコチノイド系農薬に関する企画」成果報告会 

3月 29日（日）14:00～17:00 島嶼会館 

 

 

一般公募からの選考により支援した 4 企画について、1 年間の活動成果を発表していただ

きます。また特別報告として、各国の独立した科学者で構成され IUCN（国際自然保護連

合）に助言する「浸透性農薬タスクフォース」が公開した『世界的な総合評価書』（WIA）

と、その日本語版について、同タスクフォースで公衆衛生ワーキンググループを率いる平

久美子医師にじっくりお話しいただきます。 

 

 

【プログラム】（発表予定順） 

14:00～14:10 開会あいさつ 

14:10～14:30 NPO法人 河北潟湖沼研究所 生きもの元気米（生物多様性認証米）の取

り組みによるネオニコチノイドフリーエリアの

拡大 

14:35～14:55 特定非営利活動法人 F.O.P. ミツバチからのメッセージ 

15:00～15:20 尾崎幸仁 ミツバチの持ち帰る花粉荷中の含有農薬検

査 

15:25～16 :15 【特別報告】平 久美子 

（浸透性農薬タスクフォース公

衆衛生ワーキンググループ座

長、ネオニコチノイド研究会代

表、東京女子医大東医療セン

ター） 

『浸透性農薬が生物多様性と生態系に及ぼ

す悪影響に関する世界的な総合評価書』

（The Worldwide Integrated Assessment 

of the Impact of Systemic Pesticides on 

Biodiversity and Ecosystems）の発表と日

本語版作成、および今後の研究課題 

16:20～16:55 自由討議 

16:55～17:00 閉会あいさつ 

※ 各発表後に質疑応答 5～10分程度 

※ 終了後は懇親会を予定しています（会費制、参加自由） 



2014年度         系農薬 関  企画 概要

浸透性農薬 生物多様性 生態系 及  悪影響 関   世界総合評価  WIA  成果普
及 議論喚起

IUCN 国際自然保護連合 浸透性農薬        申請者 Maarten Bijleveld van Lexmond 

助成金額 800,000円  調査 研究 広報 社会訴求 政策提言部門 

影響力 強 専門誌 掲載予定  世界総合評価  Worldwide Integrated Assessment WIA   浸透性
農薬   生態系 生物多様性  悪影響 関  科学的 知見  独立 立場  包括的 評価   

     IUCN 世界自然保護連合 浸透性農薬         15 国  50人 科学者 結集   
過去 4年間  問題 関  検証 続  2014年半  発表 予定     本企画  日本    WIA
普及努力 一翼 担  

生   元気米 生物多様性認証米  取 組                   拡大

NPO法人河北潟湖沼研究所 申請者 高橋 久 

助成金額 750,000円  調査 研究 広報 社会訴求部門 

2013年 石川県河北潟周辺地域             害虫防除 畦 農薬散布 行   水田 増
  取 組  実施  農薬 使用   生物多様性  影響 稲作被害低減効果 実態 調査    

  農薬使用 生物多様性 大        与  一方  農薬不使用     等 被害 拡大   

     確認        結果  先行  実施  無農薬米 発売実績    一部農家 賛同 得

  生物多様性米 認証 仕組  構築   2014年度      取 組  拡大       精密 調
査 実施  地域 取 組  浸透            計画   

            

特定非営利活動法人 F.O.P 申請者 杉浦 歩実 

助成金額 750,000円  調査 研究 広報 社会訴求部門 

著書 ATale Of One Queen Bee         蜂群 大量死  (NPO法人 TreasureGardenPlanet共
同代表理事 後藤純子            制作 映像化        役 演           目

線 立      見  環境 現状      生態 大量死         生 方 多様 命 存在  

豊  里山      考       作品             出演募集対象  自然環境   関

心   若者 多 含          生態 暮   農薬      人間 環境 及  影響 問題 

知 学習会 農業  手伝 等  参加     出演 条件       今回 作品制作 好    

  通   伊那谷 最大 価値   自然環境 自然共生 暮   農林業    興味 持      

  姿    無関心層 関心  繋               学習会 様子 記録          

 作品 付 加            手話 聾唖 方  参加     多  人 呼         

工夫     

     持 帰 花粉荷中 含有農薬検査

尾崎幸仁

助成金額：700,000 円 【調査 研究部門／広報社会訴求部門】

     巣 持 帰 花粉団子 花粉荷    花粉荷中 農薬分析 行  植物 花粉  農薬 汚染  

   実態 明                   系農薬 混  花粉 与   群  強勢 調  結

果  CCD様 状態       報告        日本国内          持 帰 花粉荷中 
農薬分析 行     報告         花粉荷中 農薬分析 行  基礎的    収集  農薬汚

染 現状      生物 環境  与  影響 調   



 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
  
 

 
 
 

 
 
 

 
 

浸透性殺虫剤による 
生物多様性と生態系への影響に関する 

世界的な総合評価書  

監訳 ネオニコチノイド研究会 

WORLDWIDE 
INTEGRATED 
ASSESSMENT 
OF THE IMPACTS OF SYSTEMIC PESTICIDES 

ON BIODIVERSITY AND ECOSYSTEMS 



 
あらまし 
 
浸透性殺虫剤タスクフォースは、浸透性殺虫剤の生物多様性と生態系への影響に関する世界的な統
合評価書を作成するために、地球中から集まった科学者による中立的集団である。 
 
浸透性殺虫剤タスクフォース（The Task Force on Systemic Pesticides, TFSP）の目的は、”浸
透性殺虫剤が生物多様性に与える影響について、網羅的で方向性を持った科学的な文献の精査と評
価を行い、その結果に基づく勧告を行うことで、リスク管理の手続きや政府の新しい農薬への認可
に必要なあらゆる情報を提供し、政策の決定者、策定者、そして社会全体が注目すべき問題を提起
すること“である（付録 2参照）。 
 
	  
このタスクフォースが採用するのは科学に基づく研究手法で、目的はより良質な情報と根拠に基づ
く政策決定の促進である。方法論的には総合評価（Integrated Assessment, IA）で、目下の問題
の主要な特徴について政策追従型ではなく政策実現型の情報を提供する。この目標のために地球中
から集まった高度に学際的な 30 人の科学者チームが、化学工業メーカーがスポンサーのものも含
め 1,121 編の査読付きの学術論文を 5年がかりで編集した。TFSP の出版物はすべて各学術雑誌
の規定による査読を受けている。(http://www.springer.com/environment/journal/11356)  
 
タスクフォースの主要な知見は、シュプリンガーの査読付き雑誌 ”環境科学と汚染研究”に、”浸透
性殺虫剤の生物多様性と生態系への影響に関する世界的な総合評価書“という題で掲載され、8つの
科学論文から構成され、シュプリンガーの許可を得てここに再掲載される。 
 
要約すると、TFSP による科学的評価によれば、現在の大規模な浸透性殺虫剤の予防的使用は甚大
な意図しない負の生態学的結果をもたらしている。環境中から見出される浸透性殺虫剤の濃度は、
陸上、水中、湿地、海洋および渚の生息地で、広範な非標的生物に負の影響を与えるのに充分な水
準に達している。また、これらの影響が授粉や栄養循環など、生態系の機能および安定性、サービ
スにも危険を与えているという証拠も積み重なりつつある。 
 
2015 年 1 月 9 日 
ノートルダム=ド=ロンドルにて 
www.tfsp.info 
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キーワード：ネオニコチノイド、フィプロニル、殺虫剤、

生態系サービス、生物多様性、非標的生物  

  

  
ノートルダム=ド=ロンドルの願い 
 
欧州における昆虫、特に節足動物全般の壊滅的な減少に関

する昆虫学者の国際的な調査を受け、2009年7月にフラン

ス、エロー県の小村ノートルダム＝ド＝ロンドル(Notre  

Dame  de  Londres)に昆虫学者と鳥類学者が集まった。  

	 彼らは、自然環境の全般的な劣化に伴い、1950年代以降

に昆虫がだんだんと減少したことに注目した。とりわけ、

自然生息環境の消失と殺虫剤および除草剤の大量使用を

伴う農業の集約化、道路や車両交通のさまざまな発達、お

よび大陸全体に及ぶ夜間の光害や窒素堆積などがこの減

少の根本的な原因として確認された。  

	 同時に1990年から2000年にかけての10年間に昆虫生息

数がより急激に減少し始め、更に状況が悪化したことも確

認された。これは最初に西欧で始まり東欧と南欧に及び、

今日では、フロントガラスに当たって飛び散ったり、ラジ

エーターで押しつぶされたりする昆虫の数が明らかに少

なくなり、とくに蝶の減少や世界的なミツバチの異変につ

いて最も多くの報告がなされている。これらの現象は今や

一般的となった欧州の昆虫相の崩壊を反映したものと結

論された。  

	 更に注目されたのは、さまざまな種・属・科の節足動物

の大規模な衰退と、ツバメやムクドリなどこれまで“どこ

にでもいる”と考えられてきた食虫鳥類の著しい減少が同

時期に起こったことである。  

	 この分野における既存の研究や多くの観察報告、そして

圧倒的な状況証拠に基づき学者らは、昆虫や鳥類の減少に、

1990年代初期にもたらされた新世代の殺虫剤で、残留性と

浸透性をもつ神経毒であるネオニコチノイド系殺虫剤と

フィプロニルが、少なくとも部分的に関与しているのでは

ないかという仮説に到達した。  

	 これをうけて発表されたのが、ノートルダム＝ド＝ロン

ドルの願いで、ほぼ半世紀前に出版されたレイチェル・ル

イーズ・カーソン著“沈黙の春”を引用し“沈黙の春を繰り

返すな”という見出しがつけられ、以下のように記されて

いる：  

ミツバチの消失は、昆虫相の崩壊という、今や西欧のど

こにでも見られる現象のもっとも顕著な一例にすぎな

い。最近見られる昆虫生息数の凄まじい減少は、生物多

様性の大規模な喪失と、それに引き続く劇的な自然生態

論説 
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系や人間をとりまく環境、公衆衛生の変化の前触れであ

る。集約農業や園芸で組織的に使用される残留性で神経

毒の殺虫剤(イミダクロプリドやチアメトキサムなどの

ネオニコチノイド系殺虫剤、フィプロニルなどのフェニ

ルピラゾール系殺虫剤)が、今や目に見えない有毒な靄

となって地上や水中、空気中に広がり、1990年代中期以

降に昆虫学者が観察した昆虫生息数の減少と、それに続

いて鳥類学者が観察した食虫鳥類や他の鳥類の減少の

主な原因となっていると思われる。  

それゆえ署名人は警鐘を鳴らし、≪予防原則≫をなお一

層厳格に順守することを願う。≪予防原則≫とは、欧州

委員会指令91/414に銘記され、2005年にユネスコによっ

て定義された≪人間の活動が、科学的には妥当だが不確

かで倫理的に受け入れがたい危険につながるとき、その

危険を避け軽減させるための行動をとること≫である。  

  
 
浸透性殺虫剤タスクフォース(TFSP) 
  
これに応えて、中立的立場の科学者による浸透性殺虫剤に

関する国際的かつ科学的なタスクフォースが運営委員会

により設立された。最初の会員はMaarten  Bijleveld  van  

Lexmond(スイス)、Pierre  Goeldlin  de  Tiefenau  (スイス)、

François  Ramade  (仏)、Jeroen  van  der  Sluijs  (オランダ)で

ある。年と共に会員数は増え、今日では4大陸で15国籍を

数えるに至った。浸透性殺虫剤タスクフォース（TFSP）

は、専門家の集団として、生態系管理委員会および種の保

全委員会という2つのIUCN（国際自然保護連盟）の委員会

に助言を行う。その取り組みは、生物多様性条約(CBD)に

基づく科学技術助言補助機関によって認知され、生物多様

性及び生態系サービスに関する政府間科学政策プラット

フォーム（IPBES）の中で、授粉昆虫、授粉および食糧生

産のための一括審議課題評価に関連して注目された。  

	 世界的な総合評価書(WIA)を手掛けるに当たり、TFSP

は、4年がかりで過去20年間に発表された800を超す査読審

査された科学論文を調査した。TFSPに結集した専門知識

の分野は、化学、物理学、生物学、昆虫学、農学、動物学、

リスク評価、（環境）毒性学など多角的広範囲にわたり、

これにより、まさに学際的な証拠の評価が可能となり、浸

透性農薬の世界的な使用に伴い個々の生物や生態系、生態

系プロセス、生態系サービスに派生する様々な影響への理

解を可能にした。  
  
  
TFSP-WIAの所見 
  
ネオニコチノイド系殺虫剤は1990年代初期に導入され、今

日では世界で最も広範に使用されている殺虫剤である。中

枢神経系のニコチン性アセチルコリン受容体(nAChRs)に

結合し、低濃度で神経を刺激し、濃度が上昇すると受容体

遮断や麻痺、および死をもたらす神経毒である。フィプロ

ニルは、別系統の広範に使用されている浸透性の殺虫剤だ

が、前者の性質を多く共有し、ほぼ同時期に導入されたの

で、この化合物も本稿に加える。ネオニコチノイド系殺虫

剤とフィプロニルはほとんどの節足動物に極めて高い毒

性を示し、脊椎動物への毒性は低い(ただしフィプロニル

は魚類とある種の鳥類には高い急性毒性を示す)。両者と

も比較的水に溶けやすく、植物の根や葉から容易に取り込

まれるため、葉面散布や土壌施用、種子コーティングなど

さまざまな方法で施用できる。これらの化学物質の主な使

用法は、使用された土地面積からみると、種子コーティン

グである。種子コーティングの場合、有効成分が播種前の

種子に対して予防的に用いられ、成長する植物に吸収され

て組織全体に広がり、穀物全体を保護する(Simon-‐‑Delso  et  

al.  2014)。  

	 ネオニコチノイド系殺虫剤およびフィプロニルの環境

への影響に関し、一連の懸念が浮上している(Bonmatin  et  

al.  2014;  Pisa  et  al.  2014;  Gibbons  et  al.  2014;  Chagnon  et  al.  

2014;  Furlan  and  Kreutzweiser  2014)：  

  

・	 ネオニコチノイドは土壌中に何年間も残留するため、

定期的に用いると環境中濃度の上昇をもたらすこと

が明らかとなった。このことは、土壌中の無脊椎動物

に多大な影響を及ぼすと考えられる。土壌中の無脊椎

動物は、群となって土壌構造を維持し、栄養循環に決

定的な役割を果たす。水溶性であるため、ネオニコチ

ノイドは池や溝、小川などに浸出し、地下水を汚染す

る。海洋環境の汚染も観察されているが、まだ組織的

な観測は行われていない。水生昆虫のLC50  を超える

濃度が水路でしばしば認められ、耕地や隣接する溝の

地表水では更に高い濃度が認められている。ネオニコ

チノイド濃度の高い水路では、昆虫の個体数や多様性

が激減している。  

・	 農地に処理種子を蒔く際に上がる土ぼこりは飛翔昆

虫にとって致死的で、ミツバチ群の急激な大規模な喪

失を引き起こしている。葉面散布に用いると、飛散し

た殺虫剤は非標的昆虫に対して強い毒性を持つと考

えられる。畑の周囲や生け垣、あるいは汚染水路の近

くで成長する作物以外の植物は、農地に種子をまく際

に上がる土ぼこりや散布による飛散、あるいは汚染水

によってネオニコチノイドに汚染される可能性があ
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る。このことは農地に生息するさまざまな非標的草食

性無脊椎動物に多大な影響を与える可能性がある。  

・	 ネオニコチノイド系殺虫剤とフィプロニルは、トウモ

ロコシやアブラナ、ヒマワリなどの処理作物、および

農地に生息する野草の花蜜や花粉に認められる。又、

多くの作物からにじみ出た溢液からも、さらに高い濃

度で検出されている。ハチでは、このような汚染食物

の摂取により学習および移動能力の減退、致死率の上

昇、免疫系不全による罹病率の上昇、繁殖力の低下が

生じるし、マルハナバチでは、群レベルで影響を受け

る明らかな証拠がある。他の花粉媒介者についての研

究はない。農場のハチは同時に多数の異なる農薬に曝

露しており、中には相乗的に作用するものもある。こ

のような非標的昆虫の複数の農薬への長期曝露の影

響は、農薬取締のための試験では取り組まれておらず、

ほとんど理解されていない。  

・	 脊椎動物は節足動物より被害を受けにくいが、種子食

の鳥類や哺乳類では少数の処理種子の摂取により直

ちに死に至る可能性が生じる。なぜなら、このような

鳥にとってはこぼれた種子をほんの数個食べただけ

で致死量に達するからである。低用量で現れる症状は、

嗜眠、生殖能力の低下、免疫機能障害などである。さ

らに、食糧となる無脊椎動物が減少すると、節足動物

から脊椎動物まで広範囲の捕食性の動物に間接的な

影響を及ぼすと考えられる。  

・	 広範囲に及ぶ殺虫剤の予防的使用(種子コーティング

など)は、長期にわたり確立した総合的有害生物管理

(IPM)の原則およびIPMによる義務を採用したEU指

令に反するものである。低濃度のネオニコチノイドに

害虫が持続的に曝露すると、すでに重要な害虫数種で

発現しているように、抵抗性の進化に至る可能性が非

常に高い。害虫駆除に浸透性農薬が非常に有効であっ

ても、現行のネオニコチノイドの使用は不要であり、

ほぼ無益に等しいという営農組織による明らかな証

拠がある。  

現在、農業従事者が作物栽培に関する助言を受けられ

るのは主に農薬会社からであり、この状況は農薬の過

剰な使用や不適切な使用につながる可能性がある。  

  

なかんずく、これら残留性および水溶性がある殺虫剤の

広範な使用が、世界的な生物多様性に長期の影響を与え、

食糧の安全保障や持続可能な生産に不可欠な花粉媒介な

どの生態系サービスに多大な悪影響を及ぼすことを示す、

有力な証拠がある。これらの殺虫剤の使用を減らし、世界

的な生物多様性をこれ以上損なわず、全人類が依存する生

態系サービスを弱めさせないため、食物生産及び害虫防除

の方法を持続可能なものに切り替えることが急務である

(van  der  Sluijs  et  al.  2014)。  

	 浸透性農薬のネオニコチノイド系殺虫剤およびフィプ

ロニルは、その大規模かつ大量な使用によって生態系機能

および生態系サービスへの損失をもたらす可能性がある

ので、規制当局による農薬審査および認可手続きは、この

危険性を十分に考慮しておらず明らかに不備がある。我々

は過去の過ちから学習する能力を著しく欠いている。  
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